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�愛媛県規則第２１号
審議会、審査会等の委員その他これに準ずる者の報酬に関する規則の一部を改正する規則を次のように定める。

平成２０年３月２８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

審議会、審査会等の委員その他これに準ずる者の報酬に関する規則の一部を改正する規則

審議会、審査会等の委員その他これに準ずる者の報酬に関する規則（昭和２８年愛媛県規則第６２号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改 正 後 改 正 前

別表（第２条関係） 別表（第２条関係）

省略

私立学校審議会委員

愛媛県公益認定等審議会委員

愛媛県公益認定等審議会専門委員

省略

国民健康保険審査会委員

愛媛県後期高齢者医療審査会委員

省略

省略

省略

私立学校審議会委員

省略

国民健康保険審査会委員

省略

愛媛県教育文化賞推せん委員会委員

省略

附 則

この規則は、平成２０年４月１日から施行する。

�愛媛県規則第２２号
愛媛県事務処理の特例に関する条例に基づき市町が処理する事務の範囲を定める規則の一部を改正する規則を次のように定める。

平成２０年３月２８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

愛媛県事務処理の特例に関する条例に基づき市町が処理する事務の範囲を定める規則の一部を改正する規則

愛媛県事務処理の特例に関する条例に基づき市町が処理する事務の範囲を定める規則（平成１２年愛媛県規則第１６号）の一部を次のように

改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

発 行 愛 媛 県
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附 則

この規則は、公布の日から施行する。ただし、第２条の次に次の１条を加える改正規定は、平成２０年１０月６日から施行する。

�愛媛県規則第２３号
特定非営利活動促進法施行条例施行規則の一部を改正する規則を次のように定める。

平成２０年３月２８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

特定非営利活動促進法施行条例施行規則の一部を改正する規則

特定非営利活動促進法施行条例施行規則（平成１０年愛媛県規則第５８号）の一部を次のように改正する。

改 正 後 改 正 前

第２条 省略

（規則で定める場合）

第３条 特例条例別表２６の２の項に規定する規則で定める場合は、

次に掲げる場合とする。

� 海外における親族等の病気、事故、天災等による死亡、危

篤、入院等により、関係者が緊急に渡航する必要があると認め

られる場合

� 業務上等の理由により、早急に渡航する必要がある場合にお

いて、市町の長を経由して申請するとすれば、渡航予定日前に

一般旅券の発給を受けることが困難であると認められるとき。

� 旅券法（昭和２６年法律第２６７号）第４条の２ただし書の規定

により二重に一般旅券の発給を受けようとする場合

� 旅券法第１３条第１項各号のいずれかに該当する場合

� 前各号に掲げる場合のほか、やむを得ない理由があると認め

られる場合

別表（第２条関係）

第２条 省略

別表（第２条関係）

１～５ 省略 １～５ 省略

６ 特例条例別表３０

の項第５号に規定

する租税特別措置

法（昭和３２年法律

第２６号）の施行の

ための規則に基づ

く事務であって規

則で定めるもの

租税特別措置法に基づく優良宅地

の認定に関する規則（平成１２年愛媛

県規則第２４号。以下この項において

「規則」という。）に基づく事務の

うち、次に掲げるもの

� 省略

� 規則第７条の規定に基づく工事

の廃止の届出の受付及び当該届出

に係る届出書の知事への送付に関

する事務（法第３１条の２第２項第

１５号ハ及び第６２条の３第４項第１５

号ハの規定による認定に係るもの

に限る。）

� 省略

� 規則第８条の規定に基づく地位

の承継の届出の受付及び当該届出

に係る届出書の知事への送付に関

する事務（法第３１条の２第２項第

１５号ハ及び第６２条の３第４項第１５

号ハの規定による認定に係るもの

に限る。）

６ 特例条例別表３０

の項第５号に規定

する租税特別措置

法（昭和３２年法律

第２６号）の施行の

ための規則に基づ

く事務であって規

則で定めるもの

租税特別措置法に基づく優良宅地

の認定に関する規則（平成１２年愛媛

県規則第２４号。以下この項において

「規則」という。）に基づく事務の

うち、次に掲げるもの

� 省略

� 規則第７条の規定に基づく工事

の廃止の届出の受付及び当該届出

に係る届出書の知事への送付に関

する事務（法第３１条の２第２項第

１４号ハ及び第６２条の３第４項第１４

号ハの規定による認定に係るもの

に限る。）

� 省略

� 規則第８条の規定に基づく地位

の承継の届出の受付及び当該届出

に係る届出書の知事への送付に関

する事務（法第３１条の２第２項第

１４号ハ及び第６２条の３第４項第１４

号ハの規定による認定に係るもの

に限る。）

７～２０ 省略 ７～２０ 省略

愛 媛 県 報平成２０年３月２８日 第１９５０号外２

２



��������������

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

附 則

この規則は、平成２０年４月１日から施行する。

�愛媛県規則第２４号
愛媛県動物の愛護及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則を次のように定める。

平成２０年３月２８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

愛媛県動物の愛護及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則

愛媛県動物の愛護及び管理に関する条例施行規則（平成１３年愛媛県規則第２１号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改 正 後 改 正 前

第２条 省略

（書類の提出部数）

第３条 条例第２条第５項、第６条第２項及び第９条の規則で定め

る部数は、１部とする。

第４条

第５条

第６条

第７条

第８条

第２条 省略

第４条

第５条

第６条

第７条

第８条

改 正 後 改 正 前

（書類の経由）

第１９条 法律、省令、条例及びこの規則の規定により知事に提出

し、又は知事が交付する書類（第６条第４項の規定による動物取

扱業者登録簿閲覧申込書、第７条第１項の規定による動物取扱責

任者研修受講申込書、同条第２項の規定による動物取扱責任者研

修修了証、第１２条の規定による犬（ねこ）引取申出書、第１５条の

規定による動物の受領書及び第１６条の規定による動物の譲受申込

書を除く。）は、所轄保健所長を経由するものとする。

様式第９号（第１２条関係） 犬（ねこ）引取申出書

様式第９号（その１）（所有者用）

（書類の経由）

第１９条 法律、省令、条例及びこの規則の規定により知事に提出

し、又は知事が交付する書類

は、所轄保健所長を経由するものとする。

様式第９号（第１２条関係） 犬（ねこ）引取申出書

様式第９号（その１）（所有者用）

省略 省略

毛 色 日 齢
生後９１日以上

生後９１日未満
毛 色 生年月日 年 月 日

省略 省略

最終の狂犬病予防注射年月日 年 月 日 最終の狂犬病予防注射年月日 年 月 日

愛媛県収入証紙ちょう付欄

（消印は、しないこと。）

注１・２ 省略

３ 性別の欄、体格の欄及び日齢の欄は、該当するものを○で

囲むこと。

４・５ 省略

様式第９号（その２） 省略

注１・２ 省略

３ 性別の欄及び体格の欄 は、該当するものを○で

囲むこと。

４・５ 省略

様式第９号（その２） 省略

愛 媛 県 報平成２０年３月２８日 第１９５０号外２
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附 則

この規則は、平成２０年１０月１日から施行する。

�愛媛県規則第２５号
愛媛県工業技術センター等の使用料及び手数料に関する規則の一部を改正する規則を次のように定める。

平成２０年３月２８日

愛媛県知事 加 戸 守 行

愛媛県工業技術センター等の使用料及び手数料に関する規則の一部を改正する規則

愛媛県工業技術センター等の使用料及び手数料に関する規則（昭和３０年愛媛県規則第４２号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改 正 後 改 正 前

愛媛県産業技術研究所 の使用料及び手数料に関する規則

愛媛県産業技術研究所 の使用料及び手数料条例（昭和３０年愛

媛県条例第２６号。以下「条例」という。）第３条の規定に基づき、

愛媛県産業技術研究所

の使用料及び手数料の額を次のとおり定める。

使用料

愛媛県工業技術センター等の使用料及び手数料に関する規則

愛媛県工業技術センター等の使用料及び手数料条例（昭和３０年愛

媛県条例第２６号。以下「条例」という。）第３条の規定に基づき、

工業技術センター、窯業試験場、繊維産業試験場及び紙産業研究セ

ンターの使用料及び手数料の額を次のとおり定める。

使用料

区分 種別 細別 単位 金額 備考 所掌

区分

種別 細別 単位 金額 備考

技術

開発

関係

機械金属

用機器

１ 省略 工業

技術

セン

ター

機械金属

用機器

１ 省略

２ ＮＣ旋

盤

１時間 １，４２０円

２ 省略 ３ 省略

３ 省略 ４ 省略

４ 省略 ５ 省略

５ 省略 ６ 省略

６ 省略 ７ 省略

８ ＮＣテ

ープ作成

装置

１時間 ４００円

９ ショッ

トブラス

ト装置

１時間 ４００円

７ 省略 １０ 省略

８ 省略 １１ 省略

９ 省略 １２ 省略

１３ ベンデ

ィングロ

ール

１時間 ４００円

１０ 省略 １４ 省略

１１ 省略 １５ 省略

１６ プラズ

マジェッ

ト切断装

置

１時間 ２，４４０円

１７ ガス切

断装置

１時間 ５００円

愛 媛 県 報平成２０年３月２８日 第１９５０号外２
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１２ 省略 １８ 省略

１３ 高速湿

式試料切

断機

１時間 ４２０円 １９ 高速湿

式試料切

断機

１時間 ２００円

１４ 省略 ２０ 省略

２１ 高周波

誘導溶解

炉

１時間 ２，１４０円

２２ Ｘ線応

力測定装

置

１時間 ７１０円

１５ 省略 ２３ 省略

１６ 省略 ２４ 省略

１７ 省略 ２５ 省略

１８ 省略 ２６ 省略

１９ 省略 ２７ 省略

２０ 顕微鏡

試料埋込

機

１時間 ６３０円 ２８ 顕微鏡

試料埋込

機

１時間 ２００円

２１ 顕微鏡

試料研摩

機

１時間 ７３０円 ２９ 顕微鏡

試料研摩

機

１時間 ３００円

３０ 電気炉 １時間 ２００円

２２ 省略 ３１ 省略

３２ ふるい

分け粒度

測定装置

１時間 ２００円

３３ 電子式

水分計

１時間 １００円

２３ 省略 ３４ 省略

２４ 省略 ３５ 省略

２５ 省略 ３６ 省略

２６ 省略 ３７ 省略

３８ 超音波

探傷機

１時間 ２００円

２７ 省略 ３９ 省略

２８ キャス

試験機

１時間 ２１０円 ４０ キャス

試験機

１時間 ２００円

２９ 省略 ４１ 省略

３０ 省略 ４２ 省略

３１ 省略 ４３ 省略

４４ 高温顕

微硬度計

１時間 ８１０円

３２ 省略 ４５ 省略

４６ 溶接ロ

ボット

１時間 １，０１０円

３３ 省略 ４７ 省略

愛 媛 県 報平成２０年３月２８日 第１９５０号外２
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３４ 省略 ４８ 省略

３５ 省略 ４９ 省略

３６ 省略 ５０ 省略

３７ 省略 ５１ 省略

５２ 万能測

長機

１時間 ２００円

３８ 省略 ５３ 省略

５４ 焼入性

試験機

１時間 ２００円

３９ 省略 ５５ 省略

５６ 水中切

断機

１時間 ４００円

４０ 軟Ｘ線

撮影装置

１時間 １，２６０円 ５７ 軟Ｘ線

撮影装置

１時間 ７１０円

４１ 省略 ５８ 省略

４２ 省略 ５９ 省略

４３ 省略 ６０ 省略

４４ 省略 ６１ 省略

４５ 省略 ６２ 省略

６３ 大型マ

クロ写真

撮影装置

１時間 １００円

６４ ミニマ

シニング

センター

１時間 ５００円

４６ 省略 ６５ 省略

４７ 省略 ６６ 省略

４８ 省略 ６７ 省略

４９ 省略 ６８ 省略

５０ 省略 ６９ 省略

５１ 省略 ７０ 省略

５２ 省略 ７１ 省略

５３ 省略 ７２ 省略

７３ ＣＡＤ

システム

１時間 ２，５４０円

５４ 省略 ７４ 省略

５５ 省略 ７５ 省略

７６ ＹＡＧ

レーザー

加工装置

１時間 ２，４４０円

７７ Ｃ Ｏ２

レーザー

加工装置

１時間 ２，２４０円

５６ 省略 ７８ 省略

５７ 省略 ７９ 省略

５８ 省略 ８０ 省略
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５９ 省略 ８１ 省略

８２ ＣＡＥ

システム

１時間 ２，４４０円

電子用機

器

１～４ 省

略

電子用機

器

１～４ 省

略

５ データ

レコーダ

ー

１時間 ３００円

６ マイク

ロプロセ

ッサー開

発支援装

置（８ビ

ット）

１時間 １，２２０円

７ マイク

ロプロセ

ッサー開

発支援装

置（１６ビ

ット）

１時間 １，２２０円

８ 形状確

認装置

１時間 ２００円

９ メカト

ロニクス

実習装置

１時間 ２００円

１０ デジタ

ルロジッ

ク実習装

置

１時間 １００円

１１ 制御用

コンピュ

ーター装

置

１時間 ２００円

１２ シンク

ロスコー

プ

１時間 １００円

５ 省略 １３ 省略

６ 省略 １４ 省略

７ 省略 １５ 省略

８ 省略 １６ 省略

９ 省略 １７ 省略

１０ 省略 １８ 省略

１１ 省略 １９ 省略

１２ 省略 ２０ 省略

１３ 省略 ２１ 省略

１４ 省略 ２２ 省略

１５ 省略 ２３ 省略

１６ 省略 ２４ 省略
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１７ 省略 ２５ 省略

１８ 省略 ２６ 省略

２７ はんだ

付性測定

装置

１時間 ２００円

１９ 省略 ２８ 省略

２０ 省略 ２９ 省略

３０ レコー

ダー

１時間 １００円

３１ ペンレ

コーダー

１時間 ２００円

２１ 省略 ３２ 省略

２２ 省略 ３３ 省略

２３ 省略 ３４ 省略

２４ 省略 ３５ 省略

２５ 省略 ３６ 省略

２６ 省略 ３７ 省略

２７ 省略 ３８ 省略

２８ 省略 ３９ 省略

２９ 省略 ４０ 省略

３０ 省略 ４１ 省略

４２ プリン

ト基板設

計用ＣＡ

Ｄシステ

ム

１時間 ４００円

４３ システ

ムコント

ローラー

１時間 ２００円

３１ 省略 ４４ 省略

４５ プロト

コルアナ

ライザー

１時間 ２００円

４６ 直流校

正装置

１時間 １００円

４７ 交流校

正装置

１時間 １００円

３２ 省略 ４８ 省略

４９ 磁化特

性測定装

置

１時間 ４００円

５０ 色彩輝

度計

１時間 ３００円

３３ 省略 ５１ 省略

３４ 省略 ５２ 省略

３５ 省略 ５３ 省略

３６ 省略 ５４ 省略
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３７ 省略 ５５ 省略

３８ 省略 ５６ 省略

３９ 省略 ５７ 省略

４０ 省略 ５８ 省略

４１ 省略 ５９ 省略

４２ 省略 ６０ 省略

６１ エンジ

ニアリン

グワーク

ステーシ

ョン

１時間 ９１０円

４３ 省略 ６２ 省略

４４ 省略 ６３ 省略

４５ 省略 ６４ 省略

４６ 省略 ６５ 省略

４７ 省略 ６６ 省略

化学用機

器

１～３ 省

略

化学用機

器

１～３ 省

略

４ 粉体塗

装装置

１時間 ５００円

５ スクラ

ッチテス

ター

１時間 ３００円

４ 省略 ６ 省略

７ アーク

溶射装置

１時間 ６１０円

５ 省略 ８ 省略

６ 省略 ９ 省略

７ 省略 １０ 省略

８ 省略 １１ 省略

９ 省略 １２ 省略

１３ 蛍光Ｘ

線回折装

置

１時間 ２，２４０円

１０ 省略 １４ 省略

１１ 省略 １５ 省略

１２ 省略 １６ 省略

１３ 省略 １７ 省略

１４ 省略 １８ 省略

１５ 省略 １９ 省略

１６ 省略 ２０ 省略

１７ 省略 ２１ 省略

１８ 省略 ２２ 省略

１９ 省略 ２３ 省略

２０ 省略 ２４ 省略

２５ 細孔密 １時間 ４００円
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度分布測

定装置

２１ 万能材

料試験機

１時間 ２１０円

木竹加工

用機器

１ 昇降盤 １時間 ３００円

２ かんな

盤

１時間 ５００円

３ ベンチ

ュリーブ

ース

１時間 ５００円

４ 木工用

ろくろ

１時間 ５００円

食品

産業

関係

食品加工

用機器

１～１２ 省

略

食品加工

用機器

１～１２ 省

略

１３ 加圧蒸

煮缶装置

１時間 １，４２０円

１３ 省略 １４ 省略

１５ 簡易酵

母培養装

置

１時間 ２００円

１４ 省略 １６ 省略

１５ 省略 １７ 省略

１６ 省略 １８ 省略

１７ 省略 １９ 省略

１８ 省略 ２０ 省略

１９ 省略 ２１ 省略

２０ 省略 ２２ 省略

２１ 省略 ２３ 省略

２２ 省略 ２４ 省略

２３ 省略 ２５ 省略

２４ 省略 ２６ 省略

２５ 省略 ２７ 省略

２６ 省略 ２８ 省略

２７ 省略 ２９ 省略

２８ 省略 ３０ 省略

２９ 省略 ３１ 省略

３０ 省略 ３２ 省略

３１ 省略 ３３ 省略

３２ 省略 ３４ 省略

窯業

関係

焼成がま

及び炉

１ 省略 窯業

試験

場

焼成がま

及び炉

１ 省略

２ 電気炉 １回 ３，７８０円 １２キ

ロワ

ツト

２ 電気炉 １回 ４，４８０円 １８キ

ロワ

ツト

３ 電気炉 １回 ３，６７０円 １０キ

ロワ

ツト

３ 電気炉 １回 １，８３０円 ８キ

ロワ

ツト
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４ ガス炉 １回 ４，４８０円 内容

積０．

７５立

方メ

ート

ル

５ ガス炉 １回 ３，１６０円 内容

積０．

１０立

方メ

ート

ル

窯業用機

器

１ 省略 窯業用機

器

１ 省略

２ ボール

ミル

１時間 ２１０円 処理

能力

５０キ

ログ

ラム

２ ボール

ミル

１時間 ２００円 処理

能力

５０キ

ログ

ラム

３ 省略 ３ 省略

４ 熱電対 １回 ５００円 高温

用

５ 指示計 １回 ４００円 高温

用

４ 真空土

練機

１時間 ４２０円 ６ 真空土

練機

１時間 ４００円

５ 省略 ７ 省略

６ 省略 ８ 省略

９ フレッ

トミル

１時間 ５００円

７ 脱鉄器 １時間 ３１０円 １０ 脱鉄器 １時間 ２００円

８ フィル

タープレ

ス

１時間 ４２０円 １１ フィル

タープレ

ス

１時間 ３００円

９ 省略 １２ 省略

１０ 省略 １３ 省略

１４ 熱風循

環式恒温

器

１時間 １００円

１１ 省略 １５ 省略

１２ たたら

成形機

１時間 ４２０円

１３ サンド

ブラスト

１時間 ５２０円

１４ 材料試

験機

１時間 ２１０円

１５ Ｘ線分

析装置

１時間 １，６８０円

繊維 染織用機 １・２ 省 繊維 染織用機 １・２ 省
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産業

関係

器 略 産業

試験

場

器 略

３ カラー

シミュレ

ーター

１時間 ８１０円

３ 省略 ４ 省略

４ 省略 ５ 省略

５ 省略 ６ 省略

６ 省略 ７ 省略

７ 省略 ８ 省略

８ 省略 ９ 省略

９ 省略 １０ 省略

１０ 真空糸

蒸機

１時間 ７３０円

１１ 染色乾

燥仕上加

工機

１時間 ５２０円

紙産

業関

係

省略 紙産

業研

究セ

ンタ

ー

省略

製紙用機

器

１～３ 省

略

製紙用機

器

１～３ 省

略

４ ショッ

パーリグ

ラー型こ

う解度試

験機

１時間 １００円

４ 省略 ５ 省略

５ 省略 ６ 省略

６ 省略 ７ 省略

７ 省略 ８ 省略

９ 回転式

高圧がま

１時間 ２００円

１０ ピッチ

テスター

１時間 １００円

８ 省略 １１ 省略

９ 省略 １２ 省略

１０ 省略 １３ 省略

１１ 省略 １４ 省略

１２ 省略 １５ 省略

１３ 省略 １６ 省略

１４ 省略 １７ 省略

１５ 省略 １８ 省略

１６ 省略 １９ 省略

１７ 省略 ２０ 省略

１８ 省略 ２１ 省略

１９ 省略 ２２ 省略

２０ 粒子電

荷計

１時間 １，０５０円
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紙加工用

機器

紙加工用

機器

１ ロール

機

１時間 ３００円

２ 多目的

ロールコ

ーター装

置

１時間 ７１０円

１ 省略 ３ 省略

２ 省略 ４ 省略

３ 省略 ５ 省略

４ 省略 ６ 省略

５ 省略 ７ 省略

６ 省略 ８ 省略

７ 省略 ９ 省略

８ 省略 １０ 省略

９ 省略 １１ 省略

１０ 省略 １２ 省略

１１ 省略 １３ 省略

１２ 省略 １４ 省略

物理試験

用機器

１・２ 省

略

物理試験

用機器

１・２ 省

略

３ 耐光性

試験機

１時間 ２００円

３ 省略 ４ 省略

４ 省略 ５ 省略

５ 省略 ６ 省略

６ 省略 ７ 省略

７ 省略 ８ 省略

９ ＫＢＢ

サイズ度

測定器

１時間 １００円

８ 省略 １０ 省略

９ 省略 １１ 省略

１０ 省略 １２ 省略

１１ 省略 １３ 省略

１２ 繊維長

分布測定

装置

１時間 １，４７０円 １４ 繊維長

分布測定

装置

１時間 １，４２０円

１３ 省略 １５ 省略

１４ 省略 １６ 省略

１５ 省略 １７ 省略

１６ 省略 １８ 省略

１７ 省略 １９ 省略

２０ 画像解

析装置

１時間 ７１０円

１８ 省略 ２１ 省略

１９ 省略 ２２ 省略
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２０ 省略 ２３ 省略

２１ 省略 ２４ 省略

２２ 省略 ２５ 省略

２３ シート

フォーメ

ーション

テスター

１時間 ２１０円

化学試験

用機器

化学試験

用機器

１ 直示天

びん

１時間 １００円

２ 顕微鏡

写真撮影

装置

１時間 ６１０円

１ 省略 ３ 省略

２ 省略 ４ 省略

３ 省略 ５ 省略

４ 省略 ６ 省略

５ 省略 ７ 省略

６ 省略 ８ 省略

９ エネル

ギー分散

型Ｘ線分

光器

１時間 １，１２０円

７ 省略 １０ 省略

８ 省略 １１ 省略

９ 省略 １２ 省略

１０ 省略 １３ 省略

１１ 省略 １４ 省略
かくはん

１２ 攪拌機 １時間 １００円

１３ ホット

スターラ

ー

１時間 ２１０円

１４ 恒温機 １時間 ２１０円

１５ 低温恒

温水槽

１時間 ２１０円

１６ ウォー

ターバス

１時間 ２１０円

１７ オイル

バス

１時間 １００円

１８ クール

スターラ

ー

１時間 １００円

１９ ホモジ

ナイザー

１時間 １００円

２０ デジタ

ルマイク

ロスコー

プ

１時間 ２１０円
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２１ 高速液

体クロマ

トグラフ

１時間 ７３０円

２２ 固液界

面解析シ

ステム

１時間 ２１０円

かくはん

２３ 攪拌脱

泡機

１時間 ２１０円

２４ 高圧蒸

気滅菌器

１時間 ２１０円

２５ クリー

ンベンチ

１時間 ２１０円

２６ ロータ

リーエバ

ポレータ

ー

１時間 ２１０円

２７ ウォー

ターバス

インキュ

ベーター

１時間 ２１０円

省略 省略

建設

関係

土木用機

器

１ 電動式

自動ふる

い装置

１時間 ２１０円

２ モルタ

ルミキサ

ー

１時間 ２１０円

３ 傾胴型

試験用ミ

キサー

１時間 ２１０円

４ コンク

リート圧

縮試験機

１時間 ４２０円

５ 試料切

断機

１時間 ２１０円

６ 供試体

研磨機

１時間 ３１０円

７ 土の一

軸圧縮試

験機

１時間 ２１０円

８ 土の変

水位透水

試験機

１時間 ２１０円

９ 土の自

動突き固

め装置

１時間 ３１０円

１０ 土のＣ

ＢＲ試験

機

１時間 ３１０円
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１１ 土の定

水位透水

試験機

１時間 ２１０円

１２ 土の液

性限界試

験機

１時間 １００円

注 １ 省略

２ 窯業技術センターにおける焼成がま及び炉の使用料

は、素焼の場合は、この表に定める額の２分の１（１０円

未満切捨て）とする。

３ １の規定にかかわらず、紙産業技術センターにおける

共同研究室、試作品づくり工房、研修室、控室及び会議

室の使用料は、使用時間が１時間に満たないときは１時

間とし、使用期間が１月に満たないときは１月として計

算する。

４ 紙産業技術センターにおける共同研究室の１月の使用

料は、この表に定める額に部屋の面積を乗じた額（１０円

未満切り捨て）とする。

手数料

注 １ 省略

２ 窯業試験場 における焼成がま及び炉の使用料

は、素焼の場合は、この表に定める額の２分の１（１０円

未満切捨て）とする。

３ １の規定にかかわらず、紙産業研究センターにおける

共同研究室、試作品づくり工房、研修室、控室及び会議

室の使用料は、使用時間が１時間に満たないときは１時

間とし、使用期間が１月に満たないときは１月として計

算する。

４ 紙産業研究センターにおける共同研究室の１月の使用

料は、この表に定める額に部屋の面積を乗じた額（１０円

未満切り捨て）とする。

手数料

区分 種別 細別 単位 金額 所掌

区分

種別 細別 単位 金額

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

技術

開発

関係

試験 １ 金 属 類

に 関 す る

試験

�～� 省

略

� 省略

円 円 円

工業

技術

セン

ター

試験 １ 金 属 類

に 関 す る

試験

�～� 省

略

� Ｘ線透

過

� 省略

１件

円

１，５２０

円

１，４２０

円

２ 鋳 物 砂

に 関 す る

試験

� 強度、

通気度及

び水分

� 粒度及

び 粘 土

分

� その他

の物理試

験

１件

１件

１件

１，１２０

１，４２０

４００

１，０１０

２ 省略 ３ 省略

３ 電 子 に

関 す る 試

験

�～� 省

略

� プログ

ラ ム 解

析

１件 １，５２０

４ 電 子 に

関 す る 試

験

�～� 省

略

� プログ

ラ ム 解

析

１件 ２，５４０ １，５２０
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�・� 省

略

�・� 省

略

４ 省略 ５ 省略

５ 省略 ６ 省略

６ 省略 ７ 省略

７ 省略 ８ 省略

９ 食 品 類

に 関 す る

試験

� 微生物

� 酵素

� 食品添

加物

� 異物

� 容器又

は包装

１件

１件

１件

１件

１件

３，６６０

２，７５０

３，１６０

４，１７０

２，２４０

２，１４０

１，９３０

２，３４０

１，４２０

１，６３０

１，４２０

１，０１０

１，１２０

８ 省略 １０ 省略

木工

品等

設計

木 工 品 の 設

計

１件 １７，０２０

省略 省略

食品

産業

関係

試験 １ 食 品 類

に 関 す る

試験

� 微生物

� 酵素

� 食品添

加物

� 異物

� 容器又

は包装

１件

１件

１件

１件

１件

３，６６０

２，７５０

３，１６０

４，１７０

２，２４０

２，１４０

１，９３０

２，３４０

１，４２０

１，６３０

１，４２０

１，０１０

１，１２０

２ そ の 他

の 化 学 試

験 及 び 物

理試験

� 化学試

験

� 物理試

験

１件

１件

１，７３０

１，６３０

１，２２０

１，１２０

８１０

６１０

窯業

関係

試験 １ ～ ６ 省

略

窯業

試験

場

試験 １ ～ ６ 省

略

７ ガ ス 分

析試験

１件 ３，７７０

７ 省略 ８ 省略

省略 省略

繊維

産業

関係

省略 繊維

産業

試験

場

省略

染織

整理

等試

１ 精 練 漂

白

�・� 省

染織

整理

等試

１ 精 練 漂

白

�・� 省
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教育委員会規則

附 則

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。

２ 改正後の愛媛県産業技術研究所の使用料及び手数料に関する規則本則使用料の表及び手数料の表の規定は、この規則の施行の日以後に

徴収する使用料及び手数料について適用し、同日前に徴収した使用料及び手数料については、なお従前の例による。

�愛媛県教育委員会規則第５号
愛媛県教育文化賞規則の一部を改正する規則を次のように定める。

平成２０年３月２８日

愛媛県教育委員会

委員長 井 関 和 彦

愛媛県教育文化賞規則の一部を改正する規則

愛媛県教育文化賞規則（昭和２７年愛媛県教育委員会規則第１３号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

作加

工

略 作加

工

略

� シルケ

ツ ト 加

工

１ キ

ロ グ

ラム

６１０ ５００

２ ～ ５ 省

略

２ ～ ５ 省

略

６ 整 理 シ

ャ ー リ ン

グ加工

１０ メ

ー ト

ル

８１０ ６１０ ３００

図案

調製

１ 省略 図案

調製

１ 省略

２ 配 色 調

製

１件 １，３２０ ８１０

紙産

業関

係

試験 １ ・ ２ 省

略

紙産

業研

究セ

ンタ

ー

試験 １ ・ ２ 省

略

３ 応 用 試

験

� 省略

� 省略

３ 応 用 試

験

� 省略

� 漂白

� パルプ

歩留り

� 省略

� 蒸解

１件

１件

１件

３，１６０

２，８５０

３，７７０

２，１４０

２，９５０

共通 分析 １ ・ ２ 省

略

共通 分析 １ ・ ２ 省

略

３ 特 殊 分

析

１ 成

分

１３，１５０ ２，４１０ ３ 特 殊 分

析

１ 成

分

１３，１５０

省略 省略

注 １ 省略

２ Ａ欄のみに掲げる試験等の手数料の額については、そ

の額の範囲内で 所長 が定める額とする。

３ 種別の欄に掲げる試験等以外のものについては、条例

別表に定める額の範囲内で 所長 が定める

額とする。

注 １ 省略

２ Ａ欄のみに掲げる試験等の手数料の額については、そ

の額の範囲内で所管の所長又は場長が定める額とする。

３ 種別の欄に掲げる試験等以外のものについては、条例

別表に定める額の範囲内で所管の所長又は場長が定める

額とする。
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附 則

この規則は、平成２０年４月１日から施行する。

�愛媛県教育委員会規則第６号
職員の旅費支給等に関する規則の一部を改正する規則を次のように定める。

平成２０年３月２８日

愛媛県教育委員会

委員長 井 関 和 彦

職員の旅費支給等に関する規則の一部を改正する規則

職員の旅費支給等に関する規則（昭和３２年愛媛県教育委員会規則第１３号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改 正 後 改 正 前

（目的）

第１条 この規則は、愛媛県における教育文化の向上発展のため、特

に功績著しいものについて顕彰することを目的とする。

（受賞者の決定）

第２条 愛媛県教育文化賞（以下「文化賞」という。）は、教育、科

学、芸術等につき功績ある個人又は団体に授与する。

２ 文化賞を受ける者は、 教育長が選

考し教育委員会が決定する。

３ 文化賞は、賞状、記章及び記念品とする。

（顕彰の時期）

第３条 この規則による顕彰は、毎年文化の日に行う。

（補則）

第４条 この規則に定めるもののほか、文化賞の授与に関し必要な事

項は、教育長が 定める。

（目的）

第１条 この規則は、愛媛県における文化 の向上発展のため、特

に功績著しいものについて顕彰する事 を目的とする。

（受賞者の決定）

第２条 文化賞 は、教育、科

学、芸術等につき功績ある個人又は団体に授与する。

２ 文化賞を受ける者は、文化賞授与候補者名簿により教育長が選

考し教育委員会が決定する。

３ 文化賞は、賞状、記章及び記念品とする。

（顕彰の時期）

第３条 この規則による顕彰は、毎年文化の日に行う。

（推薦委員会）

第４条 愛媛県教育委員会（以下「教育委員会」という。）に文化賞

推薦委員会（以下「推薦委員会」という。）を置く。

２ 推薦委員会は、教育委員会の諮問に応じ、文化賞授与候補者の推

薦に関する事項を調査審議して、文化賞授与候補者名簿を作成し、

教育長に提出する。

（推薦委員）

第５条 推薦委員会は、若干名の委員をもつて組織する。

２ 推薦委員は、教育委員会が委嘱する。

（推薦委員の任期）

第６条 推薦委員の任期は、２年とする。但し、欠員を生じた場合の

補欠の任期は、前任者の残任期間とする。

２ 委員は、再任することができる。

（推薦委員会議長及び副議長）

第７条 推薦委員会の議長及び副議長は、委員の互選によつて定め

る。

２ 議長は、教育長の同意を得て、会議を招集する。

３ 議長は、会務を総理する。但し、議長事故ある時は、副議長が代

理する。

第８条 この規則に定めるものの外、 必要な事項

は、教育長が別に定める。

改 正 後 改 正 前

（職務の級）

第２条 条例第２条第２項に規定する「これに相当する職務」を定

める場合には、次の基準によるものとする。

（職務の級）

第２条 条例第２条第２項に規定する「これに相当する職務」を定

める場合には、次の基準によるものとする。
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附 則

この規則は、平成２０年４月１日から施行する。

�愛媛県教育委員会規則第７号
愛媛県県立高等学校の通学区域に関する規則及び愛媛県県立学校の課程、修業年限、学科及び生徒定員等に関する規則の一部を改正する

規則を次のように定める。

平成２０年３月２８日

愛媛県教育委員会

委員長 井 関 和 彦

愛媛県県立高等学校の通学区域に関する規則及び愛媛県県立学校の課程、修業年限、学科及び生徒定員等に関する規則の一部を改正

する規則

（愛媛県県立高等学校の通学区域に関する規則の一部改正）

第１条 愛媛県県立高等学校の通学区域に関する規則（昭和３８年愛媛県教育委員会規則第１５号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改 正 後 改 正 前

別表（第２条関係） 別表（第２条関係）

� 教育職員の給与に関する条例（昭和２７年愛媛県条例第３０号）

第４条に規定する給料表並びに職員の給与に関する条例（昭和２６

年愛媛県条例第５７号）第３条第１項第３号及び第４号ロに規定す

る給料表の適用を受ける者の同項第１号に規定する給料表（以下

「行政職給料表」という。）に相当する職務の級は、次の表に掲

げるとおりとする。

� 教育職員の給与に関する条例（昭和２７年愛媛県条例第３０号）

第４条に規定する給料表並びに職員の給与に関する条例（昭和２６

年愛媛県条例第５７号）第３条第１項第３号及び第４号ロに規定す

る給料表の適用を受ける者の同項第１号に規定する給料表（以下

「行政職給料表」という。）に相当する職務の級は、次の表に掲

げるとおりとする。

行 政 職

給 料 表

の 職 務

の級

中学校・小学

校教育職員給

料表の職務の

級

高等学校等教

育職員給料表

の職務の級

研究職給料

表の職務の

級

医療職給

料表（二）

の職務の

級

行 政 職

給 料 表

の 職 務

の級

中学校・小学

校教育職員給

料表の職務の

級

高等学校等教

育職員給料表

の職務の級

研究職給料

表の職務の

級

医療職給

料表（二）

の職務の

級

省略 省略

５級 ３級１号給か

ら５２号給ま

で

及

び再任用教育

職員３級

省略 ５級 ３級１号給か

ら５２号給ま

で、２級８５号

給以上で管理

職にある者及

び再任用教育

職員３級

省略

４級 ４級

３級 特２級２５号給

以上及び２級

６５号給以上

省略 ３級

２級

６５号給以上

省略

２級 特２級１号給

から２４号給ま

で、２級４９号

給から６４号給

まで並びに再

任用教育職員

特２級及び２

級

省略 ２級

２級４９号

給から６４号給

まで及び再任

用教育職員２

級

省略

省略 省略

備考 省略 備考 省略

� 省略 � 省略
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地

区

高等学校名
通 学 区 域

地

区

高等学校名
通 学 区 域

本校 分校 本校 分校

東
予
地
区

省略

省略

省略 東
予
地
区

省略

今 治 東

省略

省略

中
予
地
区

省略

省略

省略 中
予
地
区

省略

松 山 西

省略

省略

南
予
地
区

省略

省略

省略 南
予
地
区

省略

宇和島南

省略

省略

（愛媛県県立学校の課程、修業年限、学科及び生徒定員等に関する規則の一部改正）

第２条 愛媛県県立学校の課程、修業年限、学科及び生徒定員等に関する規則（昭和３９年愛媛県教育委員会規則第７号）の一部を次のよう

に改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改 正 後 改 正 前

別表第１の１（第２条関係） 別表第１の１（第２条関係）

学校名 全日制の課程 定時制の課程 学校名 全日制の課程 定時制の課程

修業

年限

学科 生徒

定員

修業

年限

学科 昼夜

別

生徒

定員

修業

年限

学科 生徒

定員

修業

年限

学科 昼夜

別

生徒

定員

省略 省略

今治東高等学校

省略 省略

松山西高等学校

省略 省略

備考 １・２ 省略 備考 １・２ 省略

附 則

この規則は、平成２０年４月１日から施行する。

�愛媛県教育委員会規則第８号
技能労務職員の休日、休暇並びに勤務時間等に関する規則の一部を改正する規則を次のように定める。

平成２０年３月２８日

愛媛県教育委員会

委員長 井 関 和 彦

技能労務職員の休日、休暇並びに勤務時間等に関する規則の一部を改正する規則

技能労務職員の休日、休暇並びに勤務時間等に関する規則（昭和２７年愛媛県教育委員会規則第１５号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改 正 後 改 正 前

（年次有給休暇）

第５条 職員には、１年を通じて２０日（地方公務員の育児休業等に関

する法律（平成３年法律第１１０号。以下「育児休業法」という。）

第１０条第３項の規定により同条第１項に規定する育児短時間勤務

（以下「育児短時間勤務」という。）の承認を受けた職員及び育児

休業法第１７条の規定による短時間勤務をすることとなつた職員（以

（年次有給休暇）

第５条 職員には、１年を通じて２０日（地方公務員法（昭和２５年法律

第２６１号）第２８条の５第１項の規定により採用された職員
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下「育児短時間勤務職員等」という。）、地方公務員法（昭和２５

年法律第２６１号）第２８条の４第１項、第２８条の５第１項又は第２８

条の６第１項若しくは第２項の規定により採用された職員で同法第

２８条の５第１項に規定する短時間勤務の職を占めるもの（以下「再

任用短時間勤務職員」という。）並びに育児休業法第１８条第１項又

は地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律（平成１４

年法律第４８号）第５条の規定により採用された職員（以下「任期付

短時間勤務職員」という。）（以下「短時間勤務職員」と総称する。）

にあつては、別に定める日数）以内の年次有給休暇（この条におい

て「年次休暇」という。）を与える。

２・３ 省略

第１０条の２ 省略

２ 前項の育児部分休業、修学部分休業及び高齢者部分休業について

は、それぞれ育児休業法

第１９条第１項及び第３項、地方公務員法第２６条の２第１

項、第２項及び第４項並びに第２６条の３の規定の例による。

第１１条 職員の勤務時間は、１週間につき４０時間（育児短時間勤務

職員等にあつては承認を受けた育児短時間勤務又は育児休業法第１７

条の規定による短時間勤務（以下「育児短時間勤務等」という。）

の内容に従い２０時間、２４時間又は２５時間のいずれかで所属長が教育

委員会の承認を得て別に定める時間、再任用短時間勤務職員にあつ

ては１６時間から３２時間までの範囲内で所属長が教育委員会の承認

を得て別に定める時間、任期付短時間勤務職員にあつては３２時間ま

での範囲内で所属長が教育委員会の承認を得て別に定める時間。以下

同じ。）とする。

２ 日曜日及び土曜日（育児短時間勤務職員等にあつては必要に応

じ、当該育児短時間勤務等の内容に従い、これらの日に加え、月曜

日から金曜日までの５日間において職員ごとに所属長が教育委員

会の承認を得て別に定める日、再任用短時間勤務職員及び任期付短

時間勤務職員にあつては日曜日及び土曜日に加え、月曜日から金曜

日までの５日間において職員ごとに所属長が教育委員会の承認を

得て別に定める日）は、週休日とし、前項の勤務時間は、月曜日か

ら金曜日までの５日間（短時間勤務職員にあつては、１週間ごとの

期間）において、県立学校に勤務する職員にあつては所属長が１日

につき８時間（育児短時間勤務職員等にあつては当該育児短時間勤

務等の内容に従い、職員ごとに所属長が教育委員会の承認を得て別

に定める時間、再任用短時間勤務職員及び任期付短時間勤務職員に

あつては８時間の範囲内で職員ごとに所属長が教育委員会の承認

を得て別に定める時間）となるように、その他の職員にあつては午

前８時３０分から午後５時３０分まで（育児短時間勤務職員等にあつて

は当該育児短時間勤務等の内容に従い、職員ごとに所属長が教育委

員会の承認を得て別に定める時間、再任用短時間勤務職員及び任期

付短時間勤務職員にあつては午前８時３０分から午後５時３０分まで

の範囲内で職員ごとに所属長が教育委員会の承認を得て別に定め

る時間） に割り振る。

３～６ 省略

（以下「再

任用短時間勤務職員」という。）及び

地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律（平成１４

年法律第４８号）第５条の規定により採用された職員（以下「任期付

短時間勤務職員」という。）（以下「短時間勤務職員」と総称する。）

にあつては、別に定める日数）以内の年次有給休暇（この条におい

て「年次休暇」という。）を与える。

２・３ 省略

第１０条の２ 省略

２ 前項の育児部分休業、修学部分休業及び高齢者部分休業について

は、それぞれ地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律

第１１０号）第１９条第１項及び第３項、地方公務員法第２６条の２第１

項、第２項及び第４項並びに第２６条の３の規定の例による。

第１１条 職員の勤務時間は、１週間につき４０時間（

再任用短時間勤務職員にあつ

ては１６時間から３２時間まで

、任期付短時間勤務職員にあつては３２時間ま

での範囲内で所属長が教育委員会の承認を得て別に定める時間

）とする。

２ 日曜日及び土曜日（短時間勤務職員

にあつては、これらの日 に加え、月曜日から金曜

日までの５日間において職員ごとに所属長が教育委員会の承認を

得て別に定める日）は、週休日とし、前項の勤務時間は、月曜日か

ら金曜日までの５日間（短時間勤務職員にあつては、１週間ごとの

期間）において、県立学校に勤務する職員にあつては所属長が１日

につき８時間（短時間勤務職員

８時間の範囲内で職員ごとに所属長が教育委員会の承認

を得て別に定める時間）となるように、その他の職員にあつては午

前８時３０分から午後５時３０分（短時間勤務職員

午前８時３０分から午後５時３０分まで

の範囲内で職員ごとに所属長が教育委員会の承認を得て別に定め

る時間）までに割り振る。

３～６ 省略

附 則

この規則は、平成２０年４月１日から施行する。
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県議会告示

�愛媛県議会告示第２号
愛媛県政務調査費の交付に関する規程（平成１３年３月愛媛県議会告示第１号）の一部を次のように改正し、平成２０年４月１日から施行す

る。

平成１９年度分までの収支報告書及び事業実績報告書の閲覧の請求については、改正後の愛媛県政務調査費の交付に関する規程様式第５号

記入上の注意１中「特定の議員」とあるのは「特定の会派」と、「議員の氏名」とあるのは「会派の名称」とする。

平成２０年３月２８日

愛媛県議会議長 清 家 俊 蔵

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改 正 後 改 正 前

（議員の通知）

第２条 条例第４条 の規定による通知は、議員（異動）通知

書（様式第１号）により行うものとする。

２ 議長は、政務調査費を受ける議員の住所、氏名その他議長が定

める事項に変更があったときは、その都度、速やかに、住所等変

更通知書（様式第２号）により知事に通知するものとする。

（請求）

第３条 条例第６条第１項の規定による請求は、政務調査費請求書

（様式第３号）により行うものとする。

（使途基準）

第４条 条例第７条の使途基準は、別表のとおりとする。

（収支報告書）

第５条 議員 は、条例第８条第１項の規定により収支報告

書を提出するときは、領収書その他の証拠書類の写しを添えるほ

か、事業実績報告書（様式第４号）を併せて提出しなければなら

ない。議員であった者又は議員の相続人が、同条第２項の規定に

より収支報告書を提出するときも、同様とする。

２ 議長は、収支報告書、領収書その他の証拠書類の写し及び事業

実績報告書の写し（以下「収支報告書等」という。）を知事に送

付するものとする。

（証拠書類 の整理保管）

第６条 議員 は、政務調査費の支出につい

て、会計帳簿を調製し、その内訳を明確にするとともに、その領

収書その他の証拠書類を整理し、及び保管し、これらを当該政務

調査費に係る収支報告書の提出期限の翌日から起算して５年を経

過する日まで保存しなければならない。

（収支報告書等の閲覧）

第７条 条例第１２条第１項の規定による請求は、収支報告書等を提

出すべき期間の末日の翌日から起算して３０日を経過した日の翌日

からすることができる。

２ 収支報告書等の閲覧は、議長が指定する場所で、執務時間中に

しなければならない。

３ 収支報告書等の閲覧をしようとする者は、政務調査費収支報告

書等閲覧請求書（様式第５号）に必要な事項を記載し、議長の承

（会派の届出）

第２条 条例第４条第１項の規定による届出は、会派届出書（様式

第１号）により行うものとする。

２ 条例第４条第２項の規定による届出は、会派変更届出書（様式

第２号）により行うものとする。

（会派の通知）

第３条 条例第５条第１項の規定による通知は、会派通知書（様式

第３号） により行うものとする。

２ 条例第５条第２項の規定による通知は、会派変更通知書（様式

第４号）により行うものとする。

（請求）

第４条 条例第７条第１項の規定による請求は、政務調査費請求書

（様式第５号）により行うものとする。

（使途基準）

第５条 条例第８条の使途基準は、別表のとおりとする。

（収支報告書）

第６条 会派の代表者は、条例第９条 の規定により収支報告

書を提出するときは

、事業実績報告書（様式第６号）を併せて提出しなければなら

ない。

２ 議長は、収支報告書 及び事業

実績報告書の写し を知事に送

付するものとする。

（証拠書類等の整理保管）

第７条 会派の代表者及び経理責任者は、政務調査費の支出につい

て、会計帳簿を調製し、その内訳を明確にするとともに、その証

拠書類等 を整理し、及び保管し、これらを当該政務

調査費に係る収支報告書の提出期限の翌日から起算して５年を経

過する日まで保存しなければならない。
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認を受けなければならない。

４ 前項の規定により閲覧の承認を受けた者（以下「閲覧者」とい

う。）は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

� 収支報告書等は、第２項の場所以外の場所に持ち出さないこ

と。

� 収支報告書等を亡失し、損傷し、若しくは汚損し、又はこれ

に加筆しないこと。

� 他の閲覧者に迷惑を及ぼさないこと。

� 収支報告書等の閲覧を終わったときは、確実に係員に返還す

ること。

� その他係員の指示に従うこと。

５ 議長は、閲覧者が前項の規定に違反した場合又はそのおそれが

ある場合には、その閲覧を停止し、又は禁止することがある。

６ 前各項に定めるもののほか、収支報告書等の閲覧に関し必要な

事項は、議長が定める。

別表（第４条関係） 別表（第５条関係）

項 目 内 容 項 目 内 容

調査研究費 議員が行う県の事務及び地方行財政に関する調

査研究及び調査委託に要する経費

（調査委託費、交通費、宿泊費等）

調査研究費 会派が行う県の事務及び地方行財政に関する調

査研究及び調査委託に要する経費

（調査委託費、交通費、宿泊費等）

研修費 団体等

が開催する研修会、講演会等へ

の議員及びその 雇用する職員の参加に要

する経費

（ 会費、交通

費、宿泊費等）

研修費 会派が行う研修会又は講演会の実施に必要な経

費並びに他団体が開催する研修会、講演会等へ

の所属議員及び会派の雇用する職員の参加に要

する経費

（会場及び機材借上費、講師謝金、会費、交通

費、宿泊費等）

会議費 地域住民の県政に関する要望及び意見を把握す

るために議員が行う各種会議の開催並びに団体

等が開催する会議等への議員及びその雇用する

職員の参加に要する経費

（会場及び機材借上費、資料印刷費、会費、交

通費、宿泊費、食糧費等）

会議費 会派

が行う各種会議

に要する経費

（会場及び機材借上費、資料印刷費等

）

資料作成費 議員が議会審議に必要な資料を作成するために

要する経費

（原稿料、資料印刷費等）

資料作成費 会派が議会審議に必要な資料を作成するために

要する経費

（原稿料、資料印刷費等）

資料購入費 議員が行う調査研究のために必要な図書、資料

等の購入又は借上げに要する経費

（書籍購入費、新聞雑誌購読料等）

資料購入費 会派が行う調査研究のために必要な図書、資料

等の購入 に要する経費

（書籍購入費、新聞雑誌購読料等）

広報費 議員が行う議会活動及び県政に関する政策等の

広報活動に要する経費

（広報紙及び報告書印刷費、送料、交通費等）

広報費 会派が行う議会活動及び県政に関する政策等の

広報活動に要する経費

（広報紙及び報告書印刷費、送料、交通費等）

事務所費 議員が行う調査研究活動のために必要な事務所

の設置及び管理に要する経費

（事務所の賃借料、管理運営費等）

事務所費 会派が行う調査研究活動のために必要な事務所

の設置及び管理に要する経費

（事務所の賃借料、管理運営費等）

事務費 議員が行う調査研究に係る事務遂行に必要な経

費

（事務用品及び備品購入費、通信費等）

事務費 会派が行う調査研究に係る事務遂行に必要な経

費

（事務用品及び備品購入費、通信費等）

人件費 議員が行う調査研究を補助する職員を雇用する

経費

（給料、手当、社会保険料、賃金等）

人件費 会派が行う調査研究を補助する職員を雇用する

経費

（給料、手当、社会保険料、賃金等）

様式第１号（第２条関係） 議員（異動）通知書 様式第１号（第２条関係） 会派届出書
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議 員 （ 異 動 ） 通 知 書

年 月 日

愛媛県知事 様

愛媛県議会議長 �

愛媛県政務調査費の交付に関する条例（平成１３年愛媛県条例

第３０号）第４条第１項（第２項）の規定により、政務調査費の

交付を受ける議員を別紙のとおり通知します。

会 派 届 出 書

年 月 日

愛媛県議会議長 殿

会 派 名

代表者氏名 �

愛媛県政務調査費の交付に関する条例（平成１３年愛媛県条例

第３０号）第４条第１項の規定により、次のとおり届け出ます。

１ 会 派 の 名 称

２ 結 成 年 月 日 年 月 日

３ 代 表 者 の 氏 名

４ 経理責任者の氏名

５ 所 属 職 員 数

６ 所 属 職 員 氏 名

別紙

（異動）議員名簿（選挙区順５０音順）

選挙区 議員氏名 備考 選挙区 議員氏名 備考

�������������������������������
�������������������������������

注 不要の文字は、抹消すること。

様式第２号（第２条関係） 住所等変更通知書 様式第２号（第２条関係） 会派変更届出書

住 所 等 変 更 通 知 書

年 月 日

愛媛県知事 様

愛媛県議会議長 �

愛媛県政務調査費の交付に関する条例（平成１３年愛媛県条例

第３０号）第４条第２項の規定により、政務調査費の交付を受け

る議員の変更について、次のとおり通知します。

会 派 変 更 届 出 書

年 月 日

愛媛県議会議長 殿

会 派 名

代表者氏名 �

愛媛県政務調査費の交付に関する条例（平成１３年愛媛県条例

第３０号）第４条第２項の規定により、次のとおり届け出ます。
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１ 議 員 氏 名
１ 変 更 年 月 日 年 月 日

変更事項

２ 変更年月日
２ 変 更 内 容 変 更 前

変 更 後

３ 変 更 内 容
変更前

３ 変 更 理 由
変更後

４ 変 更 理 由

様式第３号（第３条関係） 会派通知書

会 派 通 知 書

年 月 日

愛媛県知事 殿

愛媛県議会議長 �

愛媛県政務調査費の交付に関する条例（平成１３年愛媛県条例

第３０号）第５条第１項の規定により、次のとおり通知します。

（ 年 月 日現在）

会派の

名 称
結成年月日

代表者

の氏名

経理責任

者の氏名
所属議員数 備考

�������������������������������
�������������������������������

様式第４号（第３条関係） 会派変更通知書

会 派 変 更 通 知 書

年 月 日

愛媛県知事 殿

愛媛県議会議長 �

愛媛県政務調査費の交付に関する条例（平成１３年愛媛県条例第

３０号）第５条第２項の規定により、次のとおり通知します。

会派の名称 変更年月日
変 更 内 容

備 考
変更事項 変更前 変更後

�������������������������������
�������������������������������
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様式第３号（第３条関係） 政務調査費請求書 様式第５号（第４条関係） 政務調査費請求書

省略

愛媛県知事 様

議員氏名 �

愛媛県政務調査費の交付に関する条例（平成１３年愛媛県条例

第３０号）第６条第１項の規定により、次のとおり請求します。

省略

ただし、 年 月 日付け 第 号で交付決定の

あった 年度第 四半期分政務調査費（ 月分～ 月

分）

省略

愛媛県知事 殿

会 派 名

代表者氏名 �

愛媛県政務調査費の交付に関する条例（平成１３年愛媛県条例

第３０号）第７条第１項の規定により、次のとおり請求します。

省略

ただし、 年 月 日付け 第 号で交付決定の

あった 年度第 四半期分政務調査費

様式第４号（第５条関係） 事業実績報告書 様式第６号（第６条関係） 事業実績報告書

省略

愛媛県議会議長 様

議員氏名 �

主な調査研究活動の実施状況について、次のとおり報

告します。

省略

愛媛県議会議長 殿

会 派 名

代表者氏名 �

本会派の主な調査研究活動の実施状況について、次のとおり報

告します。

１ 県の事務に関する調査研究の概要

�

�

�

�

�

２ 地方行財政に関する調査研究の概要

�

�

�

�

�

１ 県の事務に関する調査研究の概要

調査研究事項 概 要

２ 地方行財政に関する調査研究の概要

調査研究事項 概 要

様式第５号（第７条関係） 政務調査費収支報告書等閲覧請求書

※整理番号

政務調査費収支報告書等閲覧請求書

閲 覧 年 月 日 年 月 日

氏 名

（団体にあっては、その

名称及び閲覧者の氏名）

住 所

（団体にあっては、主た

る事務所の所在地）

連 絡 先
□自宅 □会社

電話番号
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政 務 調 査 費 の

交 付 対 象 年 度
年度

備 考

記入上の注意

１ 特定の議員に係る収支報告書等の閲覧を請求するときは、備

考欄にその議員の氏名を記載してください。

２ ※印の欄は、記入しないでください。

平成２０年３月２８日 発行
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